



























日本語教員養成課程2018年度日本語教育実習担当 川 口 さち子
〔日本語教員養成課程報告〕
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がいるが、彼らはすでに日本語学校で勉強した上で入学してきているので、
日本語がゼロからの学生をどう指導するのかという現場を経験することはき
わめて重要である。
瀬井さん自身も、日本語教師としての道を進むことを希望しており、経験
を積めばよい教師になれることと思う。
今年度は、実習の修了生は1名であったが、日本語教育概論や日本語教法
講義を履修する学生は増えている。これからは国際化する日本社会の現状に
目を向け、ぜひ、日本語教育実習までとり終えて、できれば日本語教育の道
に進んでほしいと願っている。
そのためにも、この課程を履修している学生たちは、瀬井さんの実習報告
を読み、参考にしてほしいと思う。 （2018年12月）
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